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それは、ボクがまだ会社員の時代のことです。会社へ行くためいつものように、ＪＲに乗ってい

ました。

すると突然腰に激震が走ったのです。

尋常な痛みではありません。そういえば、この頃腰を酷使していたなと、今振り返ると思います

。

朝はトレーニング、昼は営業で駆け回り、夜はお姉ちゃんとまたトレーニング‥‥。

とにかく立っているのが、やっとです。つり革を持ったまま、その場から身動きできません。ア

ブラ汗をかきながら呻いていると、それを見たガキ、おっとお子さんが、

「母ちゃん、あの人ヘン」

と言っているのが聞こえてきました。

確かに一般人より若干変なフェイスですが、初めてあったガ、おっとお子さんに言われる筋合い

はありません。

くそう、今度元気な時に逢(ｵ)うた覚えとけよ、シバキ倒したるからな、と心で思いながらじっと
耐えていると、今度は前に座ってるオバハン、おっと、御婦人が

「にいちゃんどないしたん？顔悪いで。ちゃうわ、顔色悪いで。どっかしんどいんか。座るか？

」

と声をかけてくれました。

こ、こらあオバハン、おっと御婦人何ぬかしよんねん、くさしてんか優しいんかはっきりせい、

などと心で思いながら、口では、

「おおきに。そやけどこの姿勢から動けませんねん」

と言うときました。

するとオバハ、おっと御婦人は言いました。

「さよか。ほなしゃあないな、寝よ」

と冷たい仕打ちです。

ひー、腹立つわ！蹴飛ばしたくても足はあがりません。

結局、降りる駅は既に過ぎ、歩けるようになるまでに、大阪環状をグルグルする羽目に。朝から

お子さんや御婦人にバカにされ、会社には遅刻して怒られ、散々な一日になってしまいました。
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